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(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

(％表示は、対前期増減率) 

 
(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 
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1. 平成21年12月期第３四半期の連結業績（平成21年１月１日～平成21年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第３四半期 34,109 ― 251 ― 417 ― △1,761 ―

20年12月期第３四半期 39,044 5.6 937 41.8 1,028 25.7 405 △21.1

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

21年12月期第３四半期 △35 56 ― ―
20年12月期第３四半期 ８ 17 ８ 13

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第３四半期 58,191 25,806 44.2 520 41

20年12月期 56,634 26,412 46.5 531 04

(参考) 自己資本 21年12月期第３四半期 25,728百万円 20年12月期 26,340百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― ０ 00 ― ８ 00 ８ 00

21年12月期 ― ０ 00 ― ―

21年12月期(予想) ― ０ 00 ― ８ 00 ８ 00

3. 平成21年12月期の連結業績予想（平成21年１月１日～平成21年12月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,400 △9.2 550 △40.3 750 △13.7 150 ― ３ 03
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  [(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
  

１ 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、上記の業績予想に関する

事項につきましては４ページをご参照願います。 

２ 第１四半期連結会計期間から「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四

半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

  [(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

21年12月期第３四半期 51,612,959株 20年12月期 51,612,959株

21年12月期第３四半期 2,173,117株 20年12月期 2,011,254株

21年12月期第３四半期 49,526,720株 20年12月期第３四半期 49,693,303株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、中国向け輸出の増大などによって生産は持ち直

しておりますが、企業収益の減少や雇用環境の悪化など引き続き厳しい環境にあります。 

段ボール業界の当第３四半期の累計生産量は、前年同期比91.4％と上期の前年同期比90.8％から改善さ

れました。 

このような環境下で当社グループの当第３四半期の販売数量は、前年同期比89.4％と上期の前年同期比

88.5％から回復基調にあります。 

新拠点のみよし事業所は８月に大府工場が合流して、本格稼動を開始しました。 

経営環境は依然厳しく、原材料費および運送費などの引き下げや、様々な経費圧縮による収益力回復策

を継続しております。 

その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は341億９百万円、営業利益２億51百万円、経常

利益４億17百万円、四半期純損失は17億61百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの業績の状況は、次のとおりであります。 

なお、売上高についてはセグメント間取引消去後の金額を記載しております。 

  

当セグメントにおきましては、売上高は338億54百万円、営業利益は６億45百万円となりました。 

 部門別の売上高は次のとおりであります。 

 段ボール部門    242億６百万円 

 印刷紙器部門     46億69百万円 

 軟包装材部門     19億40百万円 

 その他部門      30億37百万円 

当セグメントにおきましては、売上高は２億53百万円、営業利益は４億51百万円となりました。 

当セグメントにおきましては、売上高は１百万円、営業損失は38百万円となりました。 

  

なお、所在地別セグメントにつきましては、全セグメントの売上高の合計に占める本邦の割合がい

ずれも90％を超えているため、記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結会計期間末における資産、負債および純資産の状況は以下のとおりであります。 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ15億58百万円減少し

193億75百万円となりました。これは、主に前連結会計年度末日付けの満期手形の落込みが当期にず

れ込んだことおよび売上高の減少に伴う売掛債権の減少などによるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ31億15百万円増加し

388億16百万円となりました。これは、主に保有有価証券の売却などによる減少がありましたが、み

よし事業所の新築工事に係る有形固定資産取得などによる増加が上回ったことによるものでありま

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

①包装材関連事業

②不動産賃貸事業

③製版事業

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1)資産の部
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す。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ15億56百

万円増加し581億91百万円となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ１億32百万円増加し

269億14百万円となりました。これは、主に売上高の減少にともなう主原材料および補助材料の仕入

高減少による仕入債務の減少がありましたが、短期借入金の増加および新工場の建設に伴う設備代金

の未払金計上などによる増加が上回ったことによるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ20億29百万円増加し54

億70百万円となりました。これは、主に金融機関から設備資金として長期で借入をしたことおよび投

資有価証券の含み益の増加に伴い繰延税金負債を追加計上したことなどによるものであります。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ21億62百

万円増加し323億84百万円となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ６億５百万円減少し258

億６百万円となりました。これは、主に四半期純損失を計上したことなどによるものであります。 

  

今後の経済状況につきましては、国内需要は雇用不安による消費低迷と低価格化の進行が見込まれま

す。輸出は、欧米が引き続き深刻な景気状態にあり、中国と周辺アジア向けが牽引する状況にあります。

段ボール製品の需要は、Ｖ字型の回復は期待されず、下ぶれリスクを孕みつつＬ字型の低位推移が見込

まれます。 

このような景気環境にあって当社グループは、厳しい経営環境を構造改革の好機として、“販売量２桁

ダウン”にも耐えうる筋肉質経営への改革を進めております。国内外のグループ各拠点に対して、事業領

域の見直しや生産拠点、拠点生産ラインの再配置を検討しております。 

厳しい経営環境にあって、緊急避難的対応から抜本的改革に歩を進め、ムダのない筋肉質の経営体制を

目指します。 

  

(2)負債の部

(3)純資産の部

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないため、前連結会計年度決算に

おいて算定した貸倒実績率により算出しております。 

ロ 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却または除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を

期間按分する方法によっております。 

法人税等の算定に関しては、加味する加減算の項目や税額控除項目を重要なものに限定して計算

する方法によっております。 

 また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著し

い変化が生じていないと認められる場合は、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタ

ックスプランニングを利用する方法によっております。 

  

①第１四半期連結会計期間から「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半

期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。ま

た、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第18号

平成18年５月17日)を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っておりま

す。 

 これに伴う、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純損失に与える影響は、いずれも軽微

であります。 

③「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)を第１四半期連結会

計期間から適用したことにより、評価基準については、従来の主として総平均法に基づく原価法また

は個別法に基づく原価法から、主として総平均法に基づく原価法または個別法に基づく原価法(貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)に変更しております。これに伴い、

従来の方法によった場合に比べ、営業利益および経常利益がそれぞれ17,458千円減少し税金等調整前

四半期純損失が120,700千円増加しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に

記載しております。 

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①簡便な会計処理

イ 一般債権の貸倒見積高の算定方法

ハ 法人税並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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④「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部

会)、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第16号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会 会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))が平

成20年４月１日以降に開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用できることになった

ことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については従来の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から、通常の売買取引に係

る方法に準じた会計処理に変更しております。 

 また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リ

ース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を採用しております。 

 これらの適用に伴う、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純損失に与える影響は、いず

れも軽微であります。 
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,917,971 1,624,256

受取手形及び売掛金 13,646,325 16,123,602

商品及び製品 711,662 827,002

仕掛品 226,478 226,738

原材料及び貯蔵品 912,069 1,144,162

繰延税金資産 51,683 51,234

その他 928,902 959,791

貸倒引当金 △19,641 △22,968

流動資産合計 19,375,450 20,933,819

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 16,331,734 13,052,666

減価償却累計額 △7,898,305 △8,581,921

建物及び構築物（純額） 8,433,428 4,470,744

機械装置及び運搬具 23,984,660 25,796,391

減価償却累計額 △18,382,014 △22,579,784

機械装置及び運搬具（純額） 5,602,645 3,216,607

土地 8,705,498 8,705,863

その他 1,565,373 4,713,618

減価償却累計額 △1,145,598 △1,435,959

その他（純額） 419,775 3,277,659

有形固定資産合計 23,161,346 19,670,873

無形固定資産   

のれん 87,487 111,277

その他 261,932 270,949

無形固定資産合計 349,420 382,226

投資その他の資産   

投資有価証券 14,222,136 14,948,798

繰延税金資産 137,956 235,667

その他 1,228,023 753,876

貸倒引当金 △282,622 △290,514

投資その他の資産合計 15,305,493 15,647,828

固定資産合計 38,816,260 35,700,928

資産合計 58,191,711 56,634,748
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,120,553 14,223,955

短期借入金 8,584,437 6,736,764

1年内返済予定の長期借入金 84,940 37,440

未払法人税等 274,369 505,739

賞与引当金 561,858 363,061

その他 5,287,970 4,914,393

流動負債合計 26,914,129 26,781,354

固定負債   

長期借入金 1,031,280 110,610

退職給付引当金 1,777,361 1,792,514

その他 2,662,133 1,537,706

固定負債合計 5,470,774 3,440,830

負債合計 32,384,903 30,222,185

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,000,000 4,000,000

資本剰余金 16,986,679 16,986,679

利益剰余金 3,242,941 5,475,390

自己株式 △1,015,183 △969,432

株主資本合計 23,214,438 25,492,637

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,714,638 1,036,244

為替換算調整勘定 △200,157 △188,540

評価・換算差額等合計 2,514,480 847,703

新株予約権 76,033 68,188

少数株主持分 1,856 4,032

純資産合計 25,806,807 26,412,562

負債純資産合計 58,191,711 56,634,748
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(2)【四半期連結損益計算書】 
 【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 34,109,317

売上原価 28,742,011

売上総利益 5,367,306

販売費及び一般管理費 5,116,156

営業利益 251,149

営業外収益  

受取利息 5,446

受取配当金 133,380

有価証券利息 19,778

為替差益 20,531

雑収入 82,674

営業外収益合計 261,810

営業外費用  

支払利息 69,310

持分法による投資損失 6,916

雑損失 18,884

営業外費用合計 95,111

経常利益 417,848

特別利益  

貸倒引当金戻入額 2,095

有形固定資産売却益 12,215

投資有価証券売却益 3,166

その他 7,291

特別利益合計 24,769

特別損失  

有形固定資産売却損 86

投資有価証券売却損 998,900

たな卸資産評価損 114,085

固定資産除却損 14,666

投資有価証券評価損 337,963

事業再編損 380,913

その他 9,007

特別損失合計 1,855,623

税金等調整前四半期純損失（△） △1,413,005

法人税、住民税及び事業税 138,953

過年度法人税等 134,029

法人税等調整額 77,442

法人税等合計 350,424

少数株主損失（△） △2,176

四半期純損失（△） △1,761,253
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △1,413,005

減価償却費 1,211,250

賞与引当金の増減額（△は減少） 198,797

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15,152

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,094

受取利息及び受取配当金 △138,827

有価証券利息 △19,778

支払利息 69,310

持分法による投資損益（△は益） 6,916

投資有価証券売却損益（△は益） 995,733

たな卸資産評価損 114,085

固定資産売却損益（△は益） △12,129

固定資産除却損 14,666

事業再編損失 272,660

投資有価証券評価損益（△は益） 337,963

売上債権の増減額（△は増加） 2,467,187

たな卸資産の増減額（△は増加） 228,847

仕入債務の増減額（△は減少） △2,096,020

その他 △344,455

小計 1,866,957

利息及び配当金の受取額 179,638

利息の支払額 △68,012

法人税等の支払額 △745,054

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,233,528

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 13,210

有形固定資産の取得による支出 △4,593,320

有形固定資産の売却による収入 393,579

投資有価証券の取得による支出 △48,345

投資有価証券の売却による収入 2,225,048

関係会社株式の取得による支出 △7,500

貸付けによる支出 △3,300

貸付金の回収による収入 28,684

その他 △310,371

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,302,314
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(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,847,901

長期借入れによる収入 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △16,830

配当金の支払額 △397,135

自己株式の取得による支出 △55,198

その他 △5,325

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,373,411

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,408

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,307,034

現金及び現金同等物の期首残高 1,610,436

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,917,471
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第１四半期連結会計期間より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四

半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品等 

    (1)包装材関連事業・・・段ボールシート、段ボールケース、印刷紙器、美粧段ボールケース、 

               オフセット印刷物、プラスチックフィルム、機械設備等の販売等 

    (2)不動産賃貸事業・・・不動産の賃貸 

    (3)製版事業・・・・・・製版 

３ 会計方針の変更 

 （「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用） 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．(1)に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対

応報告第18号 平成18年５月17日)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 これに伴い、「包装材関連事業」に与える影響は軽微であり、「不動産賃貸事業」、「製版事業」および

「全社」に与える影響はありません。 

 (たな卸資産の評価に関する会計基準) 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．(2)に記載のとおり、従来、主

として総平均法に基づく原価法または個別法に基づく原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)が適用されたことに

伴い、主として総平均法に基づく原価法または個別法に基づく原価法(貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法)により算定しております。 

 この変更により、従来の方法に比べ当連結累計期間の営業利益が「包装材関連事業」について17,458千円

減少しております。なお、「不動産賃貸事業」、「製版事業」および「全社」への影響はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

1．事業の種類別セグメント情報

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日)

包装材 
関連事業 
(千円)

不動産
賃貸事業 
(千円)

製版事業
(千円)

計(千円)
消去又は 
全社(千円)

連結(千円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

33,854,399 253,141 1,777 34,109,317 ― 34,109,317

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 303,629 70,072 373,701 (373,701) ―

計 33,854,399 556,770 71,849 34,483,019 (373,701) 34,109,317

  営業利益又は 
  営業損失(△)

645,357 451,829 △38,547 1,058,639 (807,490) 251,149
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 (リース取引に関する会計基準) 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．(3)に記載のとおり、所有権移

転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりま

したが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部

会)平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号

(平成６年１月18日(日本公認会計士協会 会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))が平成20年４月１日

以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっておりま

す。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース

期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。なお、リース開始日が会計基準適用

初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を採用しております。 

 これらの適用に伴い、「包装材関連事業」に与える影響は軽微であり、「不動産賃貸事業」、「製版事

業」および「全社」に与える影響はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合がいずれも90％を超えているため、所在地別

セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

  

2．所在地別セグメント情報

3．海外売上高

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

前第３四半期連結累計期間(平成20年１月１日～平成20年９月30日) 

 
  

「参考」

(1)(要約)四半期連結損益計算書

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年１月１日 
  至 平成20年９月30日)

区分 金額(千円)

Ⅰ 売上高 39,044,203

Ⅱ 売上原価 32,473,422

   売上総利益 6,570,781

Ⅲ 販売費及び一般管理費 5,633,196

   営業利益 937,585

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取配当金 137,643

 ２ 資金運用益 65,467

 ３ その他 104,610 307,722

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 128,300

 ２ 為替差損 63,717

 ３ その他 24,700 216,717

   経常利益 1,028,589

Ⅵ 特別利益

 １ 貸倒引当金戻入益 9,413

 ２ 固定資産売却益 4,518

 ３ 投資有価証券売却益 10,169

 ４ その他 6,777 30,877

Ⅶ 特別損失

 １ 減損損失 5,605

 ２ 固定資産売却損 1,712

 ３ 固定資産除却損 34,404

 ４ 投資有価証券評価損 58,241

 ５ 土壌汚染調査費用 48,347

 ６ その他 7,955 156,266

   税金等調整前四半期純利益 903,201

   法人税等 496,303

   少数株主利益 966

   四半期純利益 405,931
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前第３四半期連結累計期間(平成20年１月１日～平成20年９月30日) 

(2)(要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年１月１日 
 至 平成20年９月30日)

区分 金額(千円)

Ⅰ 営業活動による 
  キャッシュ・フロー

   税金等調整前四半期純利益 903,201

   減価償却費 948,931

   減損損失 5,605

   賞与引当金の増減額(減少：△) 215,432

   退職給付引当金の増減額(減少：△) △18,785

   貸倒引当金の増減額(減少：△) △17,260

   受取利息及び受取配当金 △158,779

   資金運用益 △65,467

   支払利息 128,300

   固定資産除却損 34,404

   投資有価証券売却益 △10,169

   投資有価証券評価損 58,241

   売上債権の増減額(増加：△) 1,570,809

   たな卸資産の増減額(増加：△) △638,175

   仕入債務の増減額(減少：△) △260,774

   その他の増減額 △208,583

    小計 2,486,930

   利息及び配当金の受取額 158,900

   資金運用による収入 74,226

   利息の支払額 △130,241

   法人税等の支払額 △276,554

   営業活動による 
   キャッシュ・フロー

2,313,260
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前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年１月１日 
 至 平成20年９月30日)

区分 金額(千円)

Ⅱ 投資活動による 
  キャッシュ・フロー

   定期預金の預入による支出 △30,380

   定期預金の払戻による収入 7,810

   有形固定資産の取得による支出 △1,863,336

   有形固定資産の売却による収入 15,393

   保有有価証券の償還による収入 1,000,000

   投資有価証券の取得による支出 △86,839

   投資有価証券の売却による収入 20,228

   土地の売却による手付金収入等 511,048

   貸付による支出 △4,997

   貸付金の回収による収入 18,133

   その他(純額) △46,060

   投資活動による 
   キャッシュ・フロー

△459,000

Ⅲ 財務活動による 
  キャッシュ・フロー

   短期借入金の純増減額(減少：△) 24,503

   長期借入金の返済による支出 △1,187,373

   配当金の支払額 △545,321

   自己株式の取得による支出 △51,391

   その他(純額) 2,337

   財務活動による 
   キャッシュ・フロー

△1,757,244

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △45,951

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額(減少：△) 51,063

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,380,680

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 2,431,744
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